
「がん薬物療法，これまでとこれから」 
～Precision Medicineの実践に向けて～ 

 
 
【座長】  大阪市立大学大学院医学研究科 腫瘍外科                             
             准教授  八代 正和 先生 
 
 
【演者】大阪市立大学大学院医学研究科 腫瘍外科   
              講師    高島 勉 先生 
  

 日時：2018年3月2日(金) 18：30～19：30 
 場所：大阪市立大学医学部附属病院 5F 講堂 
 対象：すべての医療従事者 

共催 
大阪市立大学大学院医学研究科 7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン事業推進委員会 
文部科学省採択事業 7大学連携個別化がん医療者実践者養成プラン TF2 教育イノベーション 

謹啓  時下、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さてこの度、下記の要綱でがんプロフェッショナル養成セミナーを開催させていただく運びと
なりました。今回はテーマを「がん薬物療法，これまでとこれから」 ～Precision 
Medicineの実践に向けて～  とさせていただき、ゲノム解析の時代において，今後の
がん治療をいかに展開していくべきなのかを乳癌を中心にご講演いただく予定をしておりま
す。私たち医療者が今後、Precision Medicine を実践していくためには良い機会だと
考えておりますので、ご多忙中のところ大変恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの
うえ、御出席賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。  

謹白 


	「がん薬物療法，これまでとこれから」�～Precision Medicineの実践に向けて～

